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第3表 セジ戸ウンカに対する効果
(掬取50回当虫数）

以上に殺虫効果があったが，濃度，撒布逓等から考えれ

ば実用性は少いと見るべきであろう。

次にツマグ戸ヨコパイ仔虫に対しては，いずれの薬剤

も効果が高く，’5日後でも棲息密度はそんなに_上ってい
ない。中でもセピン粉，乳は特に効果高く,DM粉，セ

ビン粒はやや劣った。

ウンカ類に対してはヒメトピウンカでその傾向をみる

と（第2表)，いずれの薬剤も有効であるが，マラソン

剤9DM剤に比してセピン剤はやや殺虫効果不足と考え

られる。尚，セジロウカンは試験区内での発生が多くな

かったのでその効果は判然としないが（第3表)，ヒメ
トビウンカの場合と同傾向と考えて支障なし､ようであ
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ツマグロヨコパイの性別薬剤抵抗性（予報）
杉本達美・杉原収

（福井県農業試験場）

絢繍鑿購騨蕊繍賛湾毒篭
コバイ成虫を供試し，稲体に数種の薬剤を散布した後
供試虫を放飼し，雌雄間では薬剤抵抗性に差異をあらわ
すことを発表したが，今回はさらに1歩を進めて雌雄間
での薬剤抵抗性差異の原因を究明しようとし，2．3の
予備実験を試みたので，ここに記録しておきたいと思
う。

た。撒布薬迩は雌に対して0.1750cc，雄に対して0.0765
ccとし，小型アトマイザーによる虫体散布とし，撒布後
直ちに別に用意した200Cc三角フラスコ内に移し一定時
間ごとに死虫数を調査した。

その結果は第1表および第1図に示すように，いずれ

の濃度においても雄は雌より死虫速度が早く死虫率も大

であった。

第1表虫体散布による死虫率の性別変動
実験方法及び結果

この実験における供試虫はあらかじめ圃場より採集し
飼育しておいたツマグロヨコパイ成虫で，供試水稲は農
林30号とし，その苗を用いて1959年10月16日より実験に
着手した。

第1実験あらかじめ雌雄100頭ずつについて3回
体重を測定した結果雌216.2mg,雄94.5mg(死亡虫）
で，雄は大略雌の'/2であった。すなわち，このように，
雌と雄とでは体重差のあることからすると，体重に応じ
た薬迅を散布した場合の死虫速度や死虫率に差異がある
かどうかが問題となる。そこで，マラソン乳剤50％の
0.00625％（8,000倍液),0.00417％（12,000倍液),0.00
313％(16,000倍液）を作り，雌雄別念に10頭づつを50cc
入り三角フラスコ内に放ち，これらに撒布することとし
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実験同様，雄は雌に比べると薬剤に対する抵抗力が弱い

ことを示し，死虫速度が早く死虫率もまた大であった。

第3実験薬剤を稲体より吸収させた場合，その影

響に性別差異があるかどうかを調べるため第4図に示す

ような方法で実験を行った。すなわちマラソン乳剤50%

の0.0200%(2,000倍液),0.0100%(4,000倍液),0.0067

%(6,000倍液)液を200cc入り三角フラスコに200ccづつ

とり，これらに5葉令期の稲苗を3本づつ挿し，ガスの

影響のないようにかたく綿栓をし，さらにこれを5000分

の1aワグネルポットに入れ土壊で覆い，ガラス円筒内

の過湿を防ぐためその上に乾燥した砂を1～2cmの厚
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第1図薬液虫体散布による死虫率の

性別変動曲線

供試水稲

乾燥砂

綿栓

ポット

プラスコ

供試薬剤

土壌

9cmの円形演紙を30分間浸演し，風乾させてからこれら

を直径9crnのシャーレー内に入れ，供試虫と接触しない

ようにシャーレーの上部はガーゼで覆い，このシャーレ

ーを高さ23cm直径18cmのデシケーターに入れツマグロ
2）

ヨコバイ成虫を雌雄各衛10頭づつ放飼して室内に静置し

た。なお，供試虫の死亡を防ぐため1日おきに健全の稲

苗を5crn位に切断しガーゼ上に置き餌として与えた。

その結果は第2表第2図に示したようであって，第1
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第4図稲体吸収による殺虫試験図装麗

第2表ガス体による死虫率
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さに敷いた。地上部には上部をガーゼで覆った高さ30
Crnl直径15cmのガラス円筒を立て，これに供試虫雌雄
10頭づつ合計20頭を放飼し，室内に放置して6時間ごと
に生死虫数を調査した。

その結果は第3表及び第3図に示したように第1及び

第2実験と同様，雄は雌に比べて薬剤に対する抵抗性は
小さく，死虫速度が早く死虫率も大であった。

にも思われる。
1）

また，前に筆者は雄は雌より活動力が盛んなため薬剤

が散布された稲に接触する機会が多いことや，体重の相
異などが雌雄の薬剤抵抗性に関与するものではあるまい

かと推論したが，今回の実験によって，これらの相達は
特別には関与しないように思える。また，虫体が薬剤に
直接接触しないようにガス体で作用させ雌雄の死虫率を

比較した結果からも同様なことがいえようかと思う。す

なわち，雌雄間における薬剤抵抗性差異は昆虫体内にお

ける薬理作用によるものらしいと推論せざるを得ない。

これらについてはさらに追試したい考えである。

考 察

上記の各実験結果を，すでに行った試験結果をも含め

て総合的に考察すると，いずれの方法を用いてもやはり

雄は雌より薬剤抵抗性の弱いことがわかる。
2）3）

このことについて，山崎ら（1954,1955）は薬剤を作

用させた場合，昆虫体表における薬理作用の一つとして

昆虫体の性質を挙げ，薬剤に対する抵抗性に性別差異の
あることを述べているが，今回行った実験のうち，第3

実験によると，薬液を稲体より吸収させた方法，すなわ

ち経口的に作用させた場合でも，やはり雌雄により薬剤

抵抗性が異ることから考えると，ツマグロヨコパイのよ

うな吸収性昆虫では，雌雄の薬剤抵抗性の差異は「体表

における薬理作用」という事は余り関与していないよう

引用文献

1友永富・杉本達美・山本公志（1957）：ツマグロヨ

コパイに対する殺虫剤と温度との関係北陸病害虫研

究会報No.5P46.

2山崎輝男・石井敏夫（1954）：殺虫剤の作用機織と

その研究方法応用昆虫Vo1.10No.2p.p.128～133.

3－（1955）：殺虫剤の作用機榊に関する研究（第

Ⅱ報）応用昆虫Vo11.1No.4p,p.168～172.

P.c・P､によるイネネクイハムシ防除の試み（予報）

友永富・黒川秀一

（福井県農業試験場）

イネネクイハムシ"zacicProtﾉoS"FAIRMATRRは

福井県ではアヅキムシ，コムギムシ，スヌケなどと俗称

され常発地帯では湿田の害虫として恐れられている。本
虫は田植前代掻時にBHC水和剤を土壊施用することの
有効なことが知られている（望月ら，1953）が，成虫は
あとで発生するヒルムシロmra"zogefD〃F沌池"er"A.

BENN.ETBAAG,オホアカウキクサAzD"α戎Zpowicn
FRANcH・ETSAvoコナギMb”c"o売上z〃αgiJmliSPRESL
などの水草に産卵するので再びイネネクイハムシの密度
が旧に複し新幼虫による稲作後期の加害と翌年への種継
ぎが行われる結果となる。そこで浮草類の除草剤として
新たに市販されることとなったPCP除草剤(PENTA
CHLoRoPHENoL86%)の応用を試みた。
供試薬は三共株式会社から提供されたものでその好意

に対しここに深謝の意を表する。

噴霧機で地表面を誼って自生している浮草類を対象に稲

体には極力かからないよう注意して散布した。1区の面

種は2.S/@oaで2連制で行った8月28日に各区20株の生

育調査を行い910月8日に収垂調査28日には各区10株当

のイネネクイハムシの越冬虫数調査をした。

Ⅱ試験結果および考察

PCP除草剤を使用した時期は，イネネクイハムシ成

イネネクイハムシ成虫の水草産卵に対す

るP．C.P、による防除効果

殺草

効果
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I 試験方法

試験地は鰡江市中戸の口町山岸元一氏水田で5月22日
植の俄行栽培による水稲フクミノリ（中生)を用い，7月
6日に落水して10a当三共PCP除草剤を200g,400g
の割に秤盆し，これを100ﾉの水に稀釈して背負式全自動

虫の産卵最盛期ころで，水田の浮草類はアヲウキクサ

Zejw"'""ibosmfEHEGELM・が優勢雑草でこれに一部

サンセウモ釦ﾉ"i""jmf"asALL・の植生がみられると

ころで行ったのであるが，殺草効果は顕著でとくにPC


